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街歩きや文化・スポーツなどの余暇活動における都市効果の検討

―オンライン調査結果をもとにしたマルチレベル分析―
   

[要約]
国内に居住する 20 歳以上の人におこなったオンライン調査から得られたデータをもとに街

歩きや地元のプロ・スポーツチームへの応援（TV 視聴を除く），アートイベントへの参加な

どの余暇活動を活発化させる個人レベルの要因と都市レベルの要因について検討した．個人レ

ベルの要因は順序ロジットモデル，都市レベルの要因はマルチレベル順序ロジットモデルを仮

定して分析した．その結果，個人レベルでは世帯収入や犬の飼育が大きな影響を与え， 都市レ

ベルでは人口規模の大きさなどが街歩きやアートイベントへの参加頻度の増加に対し効果を示

すことがわかった．一方，地元のプロ・スポーツチームへの応援頻度に対する都市効果は確認

できなかった．このことはプロ・スポーツによる都市活性化戦略は人口規模や都市の立地条件

に影響されずに有効である可能性を示唆したものと考えられる．

キーワード;余暇活動，個人要因，都市効果，オンライン調査，マルチレベル分析

Examining Urban Effects on Leisure Activities such as City Walking， Culture and Sports
-Multilevel analysis based on online survey results

[Abstract]
Based on data obtained from an online survey of residents in Japan aged 20 or older， I examined 
individual-level and city-level factors that stimulate leisure-time activities such as walking around 
town， cheering for local professional sports teams (excluding TV viewing)， and attending art 
events． An ordinal logit model was assumed for the individual-level factors， and a multilevel 
ordinal logit model was assumed for the city-level factors． The results show that household 
income and dog ownership have a significant impact on the individual level， while the size of the 
population has an effect on the frequency of city walking and participation in art events at the city 
level． On the other hand， we could not confirm the city effect on the frequency of cheering for 
local professional sports teams．This suggests that strategies for urban revitalization through 
professional sports may be effective regardless of population size or urban location.
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１ 研究の目的と背景

1．1  研究の背景と本研究の特徴

国連の持続可能な開発目標(SDGs)報告 (2023 年版)では，現在，75 億人の世界人口のうちの半

数以上が都市に住んでおり，2030 年までには 10 人に 6 人が都市住民となると予想している．こ

のように世界中で都市化は進んでいる中，都市社会学の分野では「都市が人々のつながり（紐

帯）や人々の価値観や性格（パーソナリティ）にどのような影響を及ぼすのか」について研究が

なされてきた．その中でも Fisher(1975)は，創造性や革新性を含む非通念的な新しい文化，いわ

ゆる「下位文化理論」を発表し接触可能な人口が集中する地域では自分と同じタイプの人と接触

する機会が増え，多様な文化が生成・維持されると主張した．一方，国内では．赤枝（2011）が

都市の同類結合を促進する可能性に着目し，「趣味・娯楽に関する同類型結合」について都市効

果があることを確認している．本研究では，この下位文化理論の考え方や赤枝の研究を参考に，

都市内で行われる代表的な余暇活動の類型として「街歩き，地元プロ・スポーツチームの応援

（TV 視聴を除く），アートイベントへの参加」を取り上げ，これらのおこなわれる頻度について

の都市効果を分析することに第 1の特徴がある．

一方，近年では Sampson(2012)がミクロ・マクロ・リンクの考え方を応用し，コミュニティ

（都市・近隣）レベルの近隣構造と文化が個人レベルの傾向や能力，認知と目的，相互行為に影

響し， それがさらに個人の行為（選択）に影響を及ぼし，それらの集積がコミュニティ（都

市・近隣）レベルの社会現象を生み出す構造を示している．本研究では，マルチレベル分析手法

を用いて都市内で行われる代表的余暇活動の実施頻度への都市レベルでの効果と個人レベルでの

効果を合わせて分析することに第 2 の特徴がある．

1．2 仮説の設定

本研究は，このミクロ・マクロ・リンクの考え方を援用し，都市（マクロ）特性が個人（ミク

ロ）特性に影響（仮説 2.1～2.2）し個人特性が個人行動に影響（仮説 1.1～1.3）する仮説を措定

し検討した．特に仮説 1.1～1.3は, 余暇活動と個人特性の関係を分析した先行研究を踏まえ効果

が見込まれる個人要因をあげた.

仮説 1．1）個人レベル；高年齢者や犬を飼う人の街歩き頻度が高い．

外井ら(1996)は年齢階層が上がるにつれて散歩頻度が上がることを示し，健康増進や気分転

換，犬の散歩などがその目的であることを示した．街歩きは散歩より幅広い余暇活動だが費用

をかけずにできるため, 収入など経済的要因は影響しないと考えた．

仮説 1．2）個人レベル；男性や高年齢者のプロ・スポーツ応援頻度（TV 視聴を除く）が高い．

下窪（2009）はプロ野球や J リーグ, 大相撲, プロテニスなど多様なスポーツ種目を TV で

観戦しているクラスでは男性と高年齢者ほど観戦傾向が高いことを示した．本研究は実際の試

合会場に足を運んで応援する余暇活動を対象としているが、TV 観戦における個人属性と同様

の傾向が受け継がれると考えた。
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仮説 1．3）個人レベル；女性のアートイベント参加頻度が高い．

総務省統計局の社会生活基本調査 による日本国内での男女別のアートイベントなどの行動

者率の調査結果において女性の参加率が高いことを踏まえて本仮説を措定した．

仮説 2．1）都市レベル；人口規模が大きい都市の３種の余暇活動頻度が増加する．

Fisher(1975)らは人口規模が大きい都市ほど人々の多様性が生成・維持されやすく下位文化

が形成されやすいことを示しており，都市アメニティが豊富な人口規模が大きい都市の 3種(街

歩きや地元のプロ・スポーツチームへの応援（TV 視聴を除く），アートイベントへの参加)の

余暇活動頻度が増加すると考えた．

仮説 2．2）都市レベル；三大都市圏に立地する都市の３種の余暇活動頻度が増加する．

我が国では三大都市圏（首都圏，近畿圏，中京圏）でのスポーツや文化関係イベントの開催

が特に多いことから三大都市圏に立地する都市の 3 種の余暇活動頻度が増加すると考えた．

２ 方法

2．1  分析の手順

オンライン・アンケートにより取得したデータをもとに，個人レベルでの 3 種の余暇活動（街歩

き，地元プロ・スポーツチームの応援（TV 視聴を除く），アートイベントへの参加）に影響を与え

る要因（仮説 1）について順序ロジットモデルを仮定して検討した．また，都市レベルの要因とし

人口規模が大きく三

大都市圏に

立地する都市

（社会特性）

都市レベルでの

余暇活動総数増加

（社会現象）

図 1  ミクロ・マクロ・リンクを援用した都市における余暇活動頻度の増加プロセス

各個人の余暇活動

頻度の増加

（個人行動）

個人効果（仮説１）

都市効果（仮説 2）

各個人の都市愛着

や興味の増加

（個人特性）

都市（マクロ）レベル

個人（ミクロ）レベル

表 1 男女別のアートイベントなどへの参加率（2021 年）

美術鑑賞
演芸・演劇・

舞踊鑑賞
映画館での
映画鑑賞

コンサート
などによる
クラシック
音楽鑑賞

コンサート
などによる
ポピュラー
音楽鑑賞

遊園地，
動植物園，
水族館など

の見物

女性の参加率（％） 12.9 8.4 30.8 4.8 7.2 20.8

男性の参加率（％） 9.8 4.9 28.8 3.0 4.5 17.0
出典）令和3年社会生活基本統計調査

注）テレビ・スマートフォンなどでの視聴を除く現実空間での行動
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て人口規模と三大都市圏への立地の有無に着目してマルチレベル・順序ロジットモデル分析をおこ

なって都市効果（仮説 2）を検討した．

2．2  取得したデータと変数

セルフ型アンケートツールで調査画面を作成し 2022 年 12 月に学内の倫理審査委員会の承認を

得てインターネット調査会社のモニター500 人（男女別に 20 歳から 69 歳までの 10 歳ごとの年齢

階層別に 50 人ずつ割付）に対し調査を実施し 421 人(＞必要ｻﾝﾌﾟﾙｻｲｽﾞ n=384)から回答を得た．

（１） 取得データと変数

既存研究より市民活動に及ぼす個人要因としてあげられている性別，年齢，結婚，子ども

の存在，居住年数についてデータを取得した．ただし，年齢と強い相関が確認された居住年

数は説明変数から除外した．また，余暇的行動の参加機会の拡大に影響を及ぼす可能性のあ

る世帯収入に関するデータを取得したほか散歩頻度に影響を与えるとみられる犬の飼育状況

を把握するとともに，都市要因を検討するため居住する市町村名を取得した．従属変数とし

て街歩きの頻度，プロ・スポーツチームの観戦頻度（TV 視聴を除く），アートイベントの参

加頻度に関するデータを 5 段階の順序データとして取得した．

表 2 説明変数と従属変数の記述統計

N 平均値 標準偏差 最小値 最大値
（個人レベルｰ個人属性）
性別 421 0.513 0.500 0 1
年齢* 421 0.468 0.135 0.20 0.69
就職（正規職） 421 0.409 0.492 0 1
既婚（子ども無） 421 0.124 0.329 0 1
20～40代で子ども有 421 0.102 0.303 0 1
犬を飼育 421 0.128 0.335 0 1
世帯収入** 421 0.601 0.4472 0.05 2
（都市レベル）
人口規模カテゴリ 421 3.017 1.427 1 5
人口*** 421 0.194 0.323 0.0004 0.9716
三大都市圏****への立地 421 0.575 0.495 0 1
(従属変数)
街歩きの頻度 421 3.071 1.656 1 5
ﾌﾟﾛ･ｽﾎﾟｰﾂの応援頻度 421 1.449 1.024 1 5
ｱｰﾄｲﾍﾞﾝﾄの参加頻度 421 1.679 1.060 1 5
*年齢は実年齢/100,**世帯収入は実世帯収入/10,000,000,人口は2020国勢調査人口/10,000,000

****三大都市圏は首都圏整備法,近畿圏整備法,中部圏整備法の指定区域
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（２） 説明変数のカテゴリー構成比

個人レベル（個人属性）と都市レベルの変数の内，カテゴリー変数の構成比は次の通り．

（３） 従属変数；3 種の余暇活動頻度の順序カテゴリー構成比

住んでいる都市での街歩き（ウインドウショッピング，散策，ウォーキングなど）の頻

度，住んでいる都市でのプロ野球やサッカー，バスケットなどプロ・スポーツのホームゲー

ムの観戦（TV 視聴を除く）の頻度，住んでいる都市でのコンサートや演劇，映画館，美術

館や動植物園･遊園地などに行く頻度の順序カテゴリー変数の構成比は次の通り．

表 3 カテゴリー変数の構成比（個人レベル）

表 5 順序カテゴリー変数の構成比（従属変数）

表 4 カテゴリー変数の構成比（都市レベル）

個人属性 属性 ｎ ％
性別 0.女性 205 48.7%

1.男性 216 51.3%
就職 0.無職,非正規職,自営など 271 64.4%

1.正規職への就職 158 37.5%
結婚 0.未婚,既婚で子ども有 369 87.6%

1.既婚で子ども無 52 12.4%
子ども 0.無,自分が50代以上で有 378 89.8%

1.自分が20～40代で有 43 10.2%
犬を飼育 0.飼っていない 367 87.2%

1.飼っている 54 12.8%

都市要因 ｎ ％
居住都市 5.200万人以上* 92 21.9%
人口規模 4.50～200万人未満 78 18.5%

3.30～50万人未満 73 17.3%
2.10～30万人未満 101 24.0%
1.10万人未満 77 18.3%

居住都市圏域 0.三大都市圏外 179 42.5%
1.三大都市圏内 242 57.5%

*東京都23区,横浜市,大阪市,名古屋市

余暇活動の頻度 ｎ ％
街歩きの頻度 5.週に1回以上 112 26.6%

4.月に1～2回 109 25.9%
3.年2回程度 44 10.5%
2.年1回程度 9 2.1%
1.街歩きしない 147 34.9%

ﾌﾟﾛ･ｽﾎﾟｰﾂ観戦頻度 5.１ｼｰｽﾞﾝに10試合以上 18 4.3%
4.１ｼｰｽﾞﾝに5～9試合 11 2.6%
3.１ｼｰｽﾞﾝに2～4試合 27 6.4%
2.１ｼｰｽﾞﾝに1試合 30 7.1%
1.観戦しない 332 78.9%

ｱｰﾄｲﾍﾞﾝﾄ参加頻度 5.年に10回以上 15 3.6%
4.年に5～9回 19 4.5%
3.年に2～4回 43 10.2%
2.年に1回程度 83 19.7%
1.いかない 261 62.0%
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2．3  分析方法

個人レベルの要因が余暇活動頻度（5 値の順序尺度）に与える影響（仮説 1）を計量する順序ロ

ジスティック回帰分析と都市レベルの要因が余暇活動頻度（5 値の順序尺度）に与える影響（仮説

2）を計量するマルチレベル順序ロジスティック回帰分析をおこなった．なお，推計にあたっては

筒井 淳也・不破 摩紀子（2008）の「マルチレベル・モデルの考え方と実践」を参考に汎用統計パ

ッケージ Stata16 を使用した．

（１） 個人レベル；順序ロジットモデル

5 値で順序づけされた余暇活動頻度の従属変数 Y を個人レベルの要因で推定する順序ロジッ

トモデルは次の(式 1)に示される．(i を個人，ｔを閾値とする．)

（２） 都市レベル；マルチレベル順序ロジットモデル

個人レベルでの効果を検討した式 1 の切片に都市レベルでのランダム効果を仮定するモデル

は(式 2)から(式 3)に示される． (Q をカテゴリー数， i を個人， j を都市グループ，ｔを閾

値とする)

(式 2)は個人レベルの順序ロジットモデルの式で は 𝒊𝒋が 5 値のいずれかに入る確率を示し

ている．(式 3)は都市レベルの変数を 𝒔𝟎𝒋に入れ込みランダム効果を計測する構造を示してい

る，

𝒌−𝟏 𝐢 𝒌 = 𝒊+ 𝒒 𝒒𝒊

ொ

௤ୀଵ
（式 1）

𝒌−𝟏 𝐢𝐣 𝒌 = 𝟎𝒋+ 𝒒𝒋 𝒒𝒊𝒋

ொ

௤ୀଵ
（式 2）

𝟎𝒋= 𝟎𝟎+ 𝟎𝒔 𝒔𝟎𝒋

ௌ

௦ୀଵ
+ 𝟎𝒋       （式 3）
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３ 結果

3．1  街歩きの頻度に影響を与える個人要因と都市効果

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m1 では世帯収入と犬の飼育が有意な影響を及ぼし

ている． 一方， 都市レベルの要因を加えたモデル mp1 の m1 に対する尤度比は 14.91 と改善し

ていることより人口規模による都市効果が認められたと考える．また，モデル mm1 も m1 に対す

る尤度比が 16.81 と改善していることより三大都市圏への立地による都市効果が認められたと考

える．

表 6 街歩きの頻度に影響を与える要因の推計結果

街歩き頻度 モデルｍ1（個人ﾚﾍﾞﾙのみ） モデルmp1（都市ﾚﾍﾞﾙ-人口規模） モデルmm1（都市ﾚﾍﾞﾙ-三大都市圏）

オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値

（個人レベル）

性別 1.084 0.204 0.43 1.150 0.219 0.74 1.083 0.207 0.42

年齢 1.808 1.229 0.87 1.883 1.281 0.93 1.933 1.337 0.95

就職（正規職） 1.103 0.220 0.49 1.061 0.213 0.29 1.098 0.223 0.46

結婚(子ども無) 1.224 0.333 0.74 1.196 0.328 0.65 1.123 0.311 0.42

20～40歳で子ども有 1.053 0.316 0.17 1.125 0.341 0.39 1.047 0.320 0.15

犬の飼育 1.790 0.489 2.13 * 2.070 0.577 2.61 ** 1.799 0.506 2.09 *

世帯収入 1.602 0.356 2.12 ** 1.487 0.333 1.77 * 1.471 0.333 1.70 *

（都市レベル）

人口規模 1.285 0.084 3.83 ***

三大都市圏 2.074 0.405 3.73 ***

閾値1｜2 0.108 0.373 0.864 0.424 0.490 0.393

閾値2｜3 0.204 0.373 0.963 0.425 0.589 0.394

閾値3｜4 0.648 0.375 1.418 0.428 1.052 0.397

閾値4｜5 1.792 0.382 2.589 0.439 2.246 0.411

対数尤度 -576.63 -569.18 -568.22

赤池情報量基準(AIC) 1175.26 1162.35 1162.45

ベイズ情報量基準(BIC) 1219.73 1210.87 1215.00

尤度比（mp1/m1）                           14.91

尤度比（mm1/m1）                           16.81

　***1％有意（|Z|>2.56)、**5％有意（|Z|>1.96)､*10%有意（|Z|>1.65)   　　　

図 2  街歩きの頻度への都市効果（個人要因のみのモデルとの累積の閾値比較）
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3．2  プロ・スポーツ応援頻度（TV 視聴を除く）に影響を与える個人要因と都市効果

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m2 では犬の飼育と結婚（子ども無）が有意な正の

影響を及ぼした． 一方， 都市レベルの要因を加えたモデル mp2 の m2 に対する尤度比が 2.11 と

あまり改善していないことより人口規模による都市効果は認められなかったと考える．また，モ

デル mm2 の m2 に対する尤度比も 2.91 とあまり改善していないことより三大都市圏への立地によ

る都市効果は認められなかったと考える．

プロ・スポーツ応援頻度 モデルｍ2（個人ﾚﾍﾞﾙのみ） モデルmp2（都市ﾚﾍﾞﾙ-人口規模） モデルmm2（都市ﾚﾍﾞﾙ-三大都市圏）

オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値

（個人レベル）

性別 1.434 0.389 1.33 1.529 0.446 1.46 1.478 0.432 1.34

年齢 0.245 0.237 -1.45 0.233 0.235 -1.44 0.259 0.263 -1.33

就職（正規職） 1.419 0.385 1.29 1.402 0.401 1.18 1.429 0.410 1.24

結婚(子ども無) 2.004 0.717 1.94 * 2.110 0.806 1.96 ** 2.085 0.800 1.91 *

20～40歳で子ども有 1.762 0.663 1.51 1.919 0.775 1.61 1.894 0.763 1.58

犬の飼育 3.794 1.174 4.31 *** 4.493 1.590 4.25 *** 4.280 1.502 4.14 ***

世帯収入 1.402 0.396 1.20 1.386 0.417 1.09 1.386 0.422 1.07

（都市レベル）

人口規模 1.137 0.136 1.08

三大都市圏 1.536 0.478 1.38

閾値1｜2 1.678 0.514 2.203 0.669 2.119 0.614

閾値2｜3 2.254 0.524 2.809 0.688 2.726 0.634

閾値3｜4 3.052 0.545 3.637 0.716 3.559 0.666

閾値4｜5 3.586 0.565 4.185 0.738 4.113 0.692

対数尤度 -306.38 -305.32 -304.92

赤池情報量基準(AIC) 634.76 636.65 635.85

ベイズ情報量基準(BIC) 679.23 689.20 688.40

尤度比（mp2/m2）                           2.11

尤度比（mm2/m2）                           2.91

　***1％有意（|Z|>2.56)、**5％有意（|Z|>1.96)､*10%有意（|Z|>1.65)

表 7 プロ・スポーツ応援頻度（TV 視聴を除く）に影響を与える要因の推計結果

図 3  プロ・スポーツ応援頻度への都市効果（個人要因のみのモデルとの累積の閾値比較）



9

3．3  アートイベント参加頻度に影響を与える個人要因と都市効果

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m3 では女性，正規職への就職と犬の飼育，世帯収

入が有意な正の影響を及ぼしている．一方，都市レベルの要因を加えたモデル mp3 の m3 に対す

る尤度比が 17.38 と改善していることより人口規模による都市効果が認められたと考える．ま

た， モデル mm3 の m3 に対する尤度比は 3.71 とあまり改善していないことより三大都市圏への

立地による都市効果は小さかったと考える．

図 4  アートイベント参加頻度への都市効果（個人要因のみのモデルとの累積の閾値比較）

表 8 アートイベント参加頻度に影響を与える要因の推計結果

アートイベント参加頻度 モデルｍ3（個人ﾚﾍﾞﾙのみ） モデルmp3（都市ﾚﾍﾞﾙ-人口規模） モデルmm3（都市ﾚﾍﾞﾙ-三大都市圏）

オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値 オッズ比 標準誤差 ｚ値

（個人レベル）

性別 0.460 0.101 -3.55 *** 0.469 0.104 -3.42 *** 0.451 0.100 -3.59 ***

年齢 1.911 1.491 0.83 1.978 1.555 0.87 2.023 1.598 0.89

就職（正規職） 2.268 0.510 3.64 *** 2.192 0.498 3.46 *** 2.266 0.516 3.59 ***

結婚(子ども無) 1.345 0.389 1.02 1.323 0.389 0.95 1.321 0.388 0.95

20～40歳で子ども有 0.940 0.325 -0.18 1.062 0.371 0.17 0.960 0.336 -0.12

犬の飼育 2.579 0.743 3.29 *** 3.204 0.955 3.91 *** 2.732 0.811 3.38 ***

世帯収入 1.697 0.395 2.27 ** 1.554 0.365 1.88 * 1.633 0.387 2.07 **

（都市レベル）

人口規模 1.361 0.102 4.10 ***

三大都市圏 1.338 0.300 1.30 *

閾値1｜2 1.230 0.428 2.186 0.496 1.457 0.455

閾値2｜3 2.325 0.441 3.324 0.514 2.570 0.470

閾値3｜4 3.329 0.464 4.347 0.537 3.587 0.494

閾値4｜5 4.230 0.504 5.255 0.574 4.498 0.534

対数尤度 -444.95 -436.26 -443.09

赤池情報量基準(AIC) 911.89 896.51 912.18

ベイズ情報量基準(BIC) 956.36 945.02 964.73

尤度比（mp3/m3）                           17.38

尤度比（mm3/m3）                           3.71

　***1％有意（|Z|>2.56)、**5％有意（|Z|>1.96)､*10%有意（|Z|>1.65)
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４ 考察

4．1  仮説 1（個人レベルの要因）の考察

仮説 1．1）個人レベル；高年齢者や犬を飼う人の街歩き頻度が高い．

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m1 では世帯収入と犬の飼育が有意な影響を及ぼした

結果となり犬の飼育の仮説は支持された．一方，世帯収入も街歩き頻度を高める要因となった．収

入の高い人の健康関心が高い，あるいは健康度が高いことが背景にある可能性が考えられる．

仮説 1．2）個人レベル；男性や高年齢者のプロ・スポーツ応援頻度（TV 視聴を除く）が高い．

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m2 において男性のプロ・スポーツ応援頻度が高くな

ることの有意性は確認できなかった．また，高年齢者ほど応援頻度が高くなるとの仮説とは逆に若

年齢層ほど応援頻度は高くなった．このことは，総務省統計局の『社会生活基本調査』による年齢

階層別のスポーツ観戦（テレビ・スマホ視聴を除く）行動者率調査結果（表 9）と一致している．

一方， 結婚や犬の飼育が正の影響を及ぼしていることは相関の高い世帯収入（表 10）を因とする

疑似相関となった可能性があるが確証はつかめていない．

仮説 1．3）個人レベル；女性のアートイベント参加頻度が高い．

個人レベルの説明変数だけからなるモデル m3 では正規職への就職，犬の飼育，女性である

ことが正の影響を及ぼしている結果が得られ，女性のアートイベント参加頻度が高いとの仮説

は支持された．また, 正規職への就職については可処分所得が高いことがコンサートチケット

購入を容易にした可能性がある．犬の飼育が正の影響を及ぼしていることは相関の高い世帯収

入（表 10）との疑似相関となった可能性があるが確証はつかめていない．

4．2  仮説 2（都市レベルの要因）の考察

  都市効果として，人口規模が街歩きとアートイベントの参加頻度を高める効果が観測され，

三大都市圏への立地が街歩きの頻度を高める効果が観測された．人口規模が大きい都市，ある

いは，三大都市圏では街なかへの商業施設の集積が多いほか，コンサートなどのアートイベン

トの開催機会が多く都市効果が表れたと考えられる，

2016年 2021年

平均 21.5% 14.5%

20歳代 27.5% 19.9%

30歳代 24.2% 18.7%

40歳代 28.0% 18.5%

50歳代 22.5% 15.6%

60歳代 16.2% 10.6%

出典）平成28年,令和3年社会生活基本統計調査

注）2021年はCOVID-19による行動制限により行動者率が低下している

表 10 犬の飼育と他の個人項目との相関

係数 標準誤差 ｚ値

性別 0.038 0.321 0.120

年齢 -0.269 1.164 -0.230

就職（正規職） 0.197 0.327 0.600

結婚(子ども無) -0.283 0.512 -0.550

20～40歳で子ども有 0.565 0.420 1.340

世帯収入 0.967 0.301 3.210 ***

対数尤度 -152.502

赤池情報量基準(AIC) 319.004

ベイズ情報量基準(BIC) 347.303

　***1％有意（|Z|>2.56)、**5％有意（|Z|>1.96)､*10%有意（|Z|>1.65)

表 9 年齢別スポーツ観戦（TV 視聴除く）行動者率
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仮説 2．1）都市レベル；人口規模が大きい都市の 3 種の余暇活動頻度が増加する．

街歩き（ウインドウショッピング，散策，ウォーキングなど）頻度に対し人口規模の効果が

表れた．外井ら（1999）らの研究によれば地方部より都市部の散歩頻度が多いことが示されて

いる．街歩きは散歩以外のウインドウショッピングなどの行動も含まれるが人口規模の大きい

都市ほど街なかへの商業施設や目的施設の集積が大きいことが背景にあると思われる．ただ，

街歩きには文学散歩やタウンウォッチングなど楽しみながら都市空間を巡り歩く行動も含まれ

る。幅広い目的を対象とした街歩きの促進要因についての研究の蓄積は多いとはいえないため

今後の課題と思われる．

プロ・スポーツチームの観戦（TV 視聴を除く）頻度については人口規模の効果は見られなか

った．日本野球機構の 12 のプロ野球チームのホームタウンは人口規模の大きい都市が中心であ

るがプロ・サッカーリーグである J リーグのチームは 2024 年現在 60 チームを超え， 1999 年

から開始された都道府県単位での広域ホームタウン制度により人口の少ない市町村もホームタ

ウンとなっている．このような背景により人口規模の効果は出なかったとみられる。

アートイベント（コンサートや演劇，映画館，美術館や動植物園･遊園地などを含む）参加頻

度に対しては人口規模の効果が表れた．一般社団法人コンサートプロモーターズ協会の『基礎

調査報告書』によれば 2022 年度に全国で 32,338 公演が開催され，そのうち東京都内で 10,953

回（29.1％），大阪府内で 5,538 回（17.1％），愛知県内 2,356 回（7.3％），神奈川県内で

1,842 回（5.7％）おこなわれている。すなわちこの 4 都府県に 64.0％が集中しその多くが東京

都 23 区内と大阪市，名古屋市，横浜市での開催とみられ人口規模の効果が表れたとみられる。

仮説 2．2）都市レベル；三大都市圏に立地する都市の 3種の余暇活動頻度が増加する．

街歩き（ウインドウショッピング，散策，ウォーキングなど）頻度に対し三大都市圏の効果

が表れた． 難波・室町（2007）は通勤交通手段に鉄道・バスを利用することと「徒歩が好き」

の間に相関関係があることを示している． 令和 3 年度全国都市交通特性調査によれば 2021 年

平日の三大都市圏の鉄道・バスの分担率合計は 26.6％でそれ以外の地方都市圏の鉄道・バス分

担率合計は 6.3％と大きな差がある．この差が三大都市圏に立地する都市の街歩き頻度を有意

に増加させ都市効果が表れた可能性がある．

プロ・スポーツチームの観戦（TV 視聴を除く）頻度については三大都市圏の効果は見られな

かった．前述した J リーグの全国的な展開などが背景にあると思われる．

アートイベント参加頻度については人口規模の効果がみられたのに対し三大都市圏の効果は

街歩きほど大きくならなかった．三大都市圏縁辺部の都市から都市圏の中心都市で開催される

アートイベントまでのアクセスの長さなどが抑制要因となった可能性がある．

4．3  含意と課題

本研究は，日本国内の居住者を対象に個人属性と都市の人口規模や三大都市圏への立地といっ

た都市要因が街歩きや地元プロ・スポーツチームへの応援，アートイベントへの参加頻度の増加

につながる可能性を分析した．このなかで都市生活への興味は世界保健機関(WHO)で精神的健康

指標の一つとされており，この興味を高めることは多くの市民が健康な都市生活を送るために重

要な都市政策上の目標になると思われる．また，プロ・スポーツ応援頻度は都市規模や三大都市

圏への立地とは関係しないことより都市規模や立地に関係なく都市の活性化戦略として取り組め
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る分野と思われる．また，本研究は１時点（2022 年 12 月）でのみ測定をおこなった「横断的デ

ータ（横断調査）」をもとにマルチレベル分析をおこなったものである．平松（2022）は「マル

チレベル分析では都市の主効果とその都市に適合的な個人が移動してきた効果を識別できない」

と主張しており本分析手法での限界と思われる．また，各個人の余暇活動は居住する都市の移動

やライフステージにより変化していく可能性がある．この時点的な変化については「縦断的デー

タ（パネル調査）」をおこなって分析していくことが必要と考えられる．さらには， ミクロ・

マクロ・リンク理論の中で個人行動（ミクロ）から社会現象（マクロ）の影響については

ABM(Agent Based Model)などでシミュレーションをおこなって検討していくことが必要と思われ

る．

[注]

「三大都市圏」は，首都圏整備法に基づく東京都及び周辺の茨木県，神奈川県，埼玉県，千葉県の

一部の市町および近畿圏整備法に基づく大阪市及び周辺の大阪府，京都府，奈良県，兵庫県の一部

の市町，中部圏開発整備法による都市整備区域を含む名古屋市およびその周辺の愛知県，三重県の

一部の市町とした．
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